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研究成果の概要（和文）：　ハンブルクは、ヨーロッパを代表する貿易港である。1618-1868年の長期間にわた
り、中立を維持した都市でもあった。そのためさまざまな商品がハンブルクに輸入され、そしてハンブルクから
再輸出された。さらにハンブルクはヨーロッパ最大の製糖所がある都市であったので、さまざまな砂糖が入って
きた。本研究では、価格表を使い、ハンブルクに輸入された価格の変動を分析し、同市はヨーロッパの戦時中に
も輸入したことを示した。

研究成果の概要（英文）：  Hamburg was one of the most important port cities in Europe. Hamburg 
maintained neutrality or a long period from 1618 to 1868. Hamburg imported and reexported many 
commodities. Hamburg was, moreover, a city that had the largest number of sugar refineries so that 
it imported much sugar. By using price current, This study analyses price change of imported goods 
to Hamburg and shows it imported goods during wartime in Europe.

研究分野： 経済史
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１．研究開始当初の背景 
 
 ハンブルクは近世ヨーロッパでもっとも
取引量が多かった貿易港であったにもかか
わらず、これまであまり研究が進んでいなか
った。 
 そのようなハンブルクの貿易を考察する
ことにより、これまでのヨーロッパの貿易像
とは違う観点を提示したいと考えた。 
 ハンブルクは、ヨーロッパの多数の国々が
関係した中立貿易都市であった。したがって、
ハンブルクを中心に研究することで、これま
でとは違った角度からヨーロッパ経済史を
みていくことができると考えられる。 
 しかし、このように重要な貿易都市ハンブ
ルクであるにもかかわらず、ヨーロッパにお
いても日本においても、研究は進んでいない。
それは、いまなお経済史では一国史観が中心
であり、国家を超えたネットワークの研究は
あまり進んでいない。本研究の意義はそうい
った経済史の研究の限界を越え、ヨーロッパ
全体の商業史・経済史に関する新たな視点を
提示しようとする点にあった。 
 
２．研究の目的 
 現在のヨーロッパ商業史の研究動向では、
一国史ではなく広大な商業ネットワークの
研究が中心になりつつある。 
 ハンブルクは、そのような商業ネットワー
クのハブの一つだと考えられる。それは、長
期にわたり中立を維持しただけではなく、多
様な商人が訪れた都市だからである。 
 その具体的様相を、価格表と二次文献を使
うことで、明らかにしたいと考えた。 
 すなわち、貿易都市都市としてのハンブル
クの様相を、人的ネットワークと商品の流通
拠点という面から明らかにしていくことを
目的とした。 
 
３．研究の方法 
 ハンブルクには多数の商品が流入してお
り、それは価格表にある程度判明する。その
長期的変動をみることによって、世界の商品
がこの都市にどの程度流入していたのかを
みていこうした。さらに、それをこれまで出
版された二次文献を使って補完しようとし
た。 
 さらにハンブルクの特徴を、他都市との比
較・関係を重視することで、明らかにしよう
とした。 
  
４．研究成果 
（1）ハンブルクは中立都市として有名であ
り、ヨーロッパの国々が戦争をしていた時代
に、ハンブルクの重要性は大きく増大した。 
 それを、ハンブルクの「価格表」そのデー
タ入力はまだ途中の段階にすぎないが、ハン
ブルクには一貫してヨーロッパ、さらにはヨ
ーロッパ外世界からの商品が流入していた
ことがわかってきた。 

（2）ブラジル産砂糖の市場は、フランスや
イタリアを含め、多数存在した。輸送先の中
心は、アントウェルペンからアムステルダム
へと変化し、1609 年以降、ブラジル産砂糖の
半分以上を吸収した。 
(3) スペイン領中南米の砂糖輸出は、むしろ
19 世紀に重要になる。たとえば 1820 年代に
は、キューバからハンブルクに大量の砂糖が
流入している。さらに 1840 年代になると、
キューバは世界最大の砂糖生産地となった。
キューバの奴隷貿易数が大きく上昇するの
は、このようなことが原因だと考えられよう。
さらに 19 世紀中頃には、キューバには約
1,500 の製糖所があり、甜菜糖を合わせても、
世界の砂糖生産量全体の 25 パーセントを占
めていた 。その多くを輸送していたのは、
アメリカ船であり、そのなかには反奴隷州の
船も含まれていた。ハンブルクは、ヨーロッ
パの貿易港のなかで、その輸入量が二番目に
多かった都市だと推測される。 
(4) フランスが輸入した砂糖の多くは再輸
出された。この点は、フランスは、輸入され
た砂糖の30-40パーセントを食したにすぎな
い。これに対しイギリスは、約 75 パーセン
トを国内で消費した。フランスの砂糖はヨー
ロッパ各地に再輸出され、なかでもハンブル
クへの再輸出量が多かったことが知られる 。
ハンブルクには多数の製糖工場があり、さら
にフランスから追放されたユグノーの亡命
地として重要だったこともその理由となろ
う。 
(5) フランス領のアンティル諸島からボル
ドーをへてハンブルクに送られていた砂糖
は、フランス革命戦争の勃発により、イギリ
スへと中継地点を替えた。それは、まずアン
ティル諸島からアメリカに送られ、そこから
アメリカ船でイギリスに輸送され、さらにハ
ンブルクに送られたと考えられる。もちろん、
イギリス植民地から直接イギリス本国に輸
送され、そこからハンブルクに再輸出された
ものもあった。だが、それらの具体的な比率
はわからない。それが、今後の研究課題とし
て残されている。 
(6) ハンブルクが北方ヨーロッパにおける
重要な金融市場であったことを考慮するな
ら、ロンドンとアムステルダムだけではなく、
ロンドンとハンブルクの決済について言及
する必要がある。 
 スウェーデン経済史家のクルト・サムエル
ソンは、スウェーデン商家の信用取引につい
ての研究をした。彼の研究によれば、アムス
テルダムやハンブルクの商人が手形割引仲
買人 discount broker として活躍することが
わかる。また、イングランドへの鉄輸出が多
かったにもかかわらず、ロンドンへの振出手
形あまりみられなかった 。 
 18 世紀において、ストックホルム最大の輸
出品は鉄であり、その輸出は数社によって独
占されていた 。その決済が、ロンドンやア
ムステルダムだけではなく、鉄輸出をしてい



なかったハンブルクでもおこなわれていた 。 
このようなハンブルク金融市場の存在が、多
角貿易決済機構存在の傍証になるであろう。
そして、為替が利用されていたのである。し
かも、おそらくロンドンからハンブルクへと、
地金は輸出されていなかった。 
(7) ヨーロッパ商業の決済においては、18 世
紀初頭はアムステルダムが圧倒的に優位だ
ったのが、次第にロンドンとハンブルクを加
えた三都市を基軸とする多角貿易決済シス
テムに変化したと考えるべきではないだろ
うか。17-18 世紀の重商主義時代に、国際貿
易の決済システムはこのように変化したと
考えられよう。18 世紀になり、ヨーロッパ外
世界との貿易が増えていったのだから、アム
ステルダムだけではなく、ロンドンとハンブ
ルクという都市も、国際貿易の為替決済の中
心となったものと思われる。 
 もしこれらの都市のうち一都市が戦争に
巻き込まれたら、ヨーロッパの決済機能は大
きく低下する。それをふせぐリスクヘッジと
してもこのシステムが有利に作用したので
ある。ヨーロッパ商業は、戦争による影響を
回避するためのさまざまな方法を考案して
いた。 
 この時代のヨーロッパの決済システムに
ついては、ロンドンを中心とするスパーリン
グの多角貿易決済の研究が有名である。しか
し彼の研究は、平時であればおそらく正しい、
がひとたび戦争が起きき、アムステルダムが
それに巻き込まれたなら、ハンブルクへの送
金が増えた可能性も十分にある。この点は、
今後の研究課題として残されるべきだと考
えられる。 
(8) ラテンアメリカ諸国のほとんどは、現在
もなおスペイン語かポルトガル語が公用語
の国である。ナポレオン戦争が終結する以前、
その輸出品は宗主国であるスペイン、ポルト
ガルに輸出されていたが、戦後、ロンドンが
輸出の中心となり、その次にハンブルクが位
置した。宗主国との経済的紐帯が弱まったこ
とが、旧スペイン領諸国が次々と独立してい
った要因の一つであろう。 
 このように、貿易港としてのハンブルクは、
ラテンアメリカの独立運動にも大きな影響
を及ぼしたのである。 
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